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一
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仔
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巷三十二欝芸名罪

論

護

一

効

用

‘

債

値

及

び

債

格

一

資

本

利

子

祝

ご

地

方

附

加

税

一

に

お

に

共

利

閣

の

土

地

制

度

攻

本

一

一

九

二

二

年

の

?

ン

ア

労

働

法

一

我

同

財

政

の

季

節

的

控

動

一

講

演

一

我

闘

の

凶

際

貸

仙

ご

金

解

禁

問

題

一

一

調

理

一

訣

れ

る

植

民

政

策

山

崎

形

児

・

琉

球

立

一

足

袋

の

製

造

工

程

一

秘

権

鍋

田

町

一

一

貫

京

調

節

論

ー

孜

氏

辞

市

博

士

一

一

一

天

台

宗

闘

の

財

政

相

科

目

平

一

経
済
革
命
日
大
合
記
事

法

A

T

-

約
一
山
飲
料
税
払
・
純
拘
削
北
砧
山
中
改
正
・
地
方
柑
に
附
す
る
法
作
・
健
保
保
険
特
別
A
W
計
法
・
良
山
よ
叶
附
松
山
町
改
一
一

正

・

輸

出

生

斡

検

百

世

・

郵

侃

年

金

以

・

拠

卸

業

奨

刷

法

一

九
州
帝
司
犬
同
学

技
投
文
明
博
士

社
代
出
周
中
間
'
卜

L

校
校
法
川
市
博
士
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政
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下
叩
'
k

:
t
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叢

去b、，
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高 J、
昌悶

効
用
.
慣
値

第
三
十
三
者

筋

商E

(
掴
帯
師
団
晶
持
品
抽
)

大
E
十
五
年
七
月
俊
行

驚

及

び

慣

格

王当-
tJ:iJ 

f呆

田

，馬

大
正
の
は
じ
め
、
組
向
担
説
書
枠
内
成
立
す
る

φ
し
ま
へ
、
泊
四
千
1
7
を
中
心
と
す
る
附
究
者
の
一
同
は
京
都
k
m引
の
組
問
科
の
謂
敬
授
わ
け
て

も
、
戸
川
博
土
何
博
士
山
指
部
内
下
に
例
他
前
を
研
究
し
て
ゐ
た
。
そ
の
川
に
随
分
は
げ

L
ν
議
論
山
た
L

か
は
さ
れ
た
の
を
未
だ
に
印
附
し
て

ゐ
る
o
昨
年
山
閥
単
士
山
伺
値
論
的
思
想
は
不
噺
私
去
の
設
耐
の
問
に
桃
成
せ
ら
れ
た
も
の
て
あ
る
だ
け
に
、
私
自
身
内
属
に
な
悶
し
み
こ
ん
で

ゐ
る
o

向
車
士
今
耽
界
に
去
れ
る
時
、
恥
は
そ
の

mm貯
に
残
せ
る
遭
立
を
自
分
て
山
車
る
粍
皮
古
一
て
に
仕
上
げ
よ
う

-bLEふ
の
て
あ
る
。
た
H

、
母
憾

な
る
こ
と
は
戸
川
博
士
既
に
亡
(
、
河
上
聞
士
の
思
想
亦
者

L
〈
路
化
し
亡
日
年
内
H'
思
想
内
所
有
者
に
あ
ら
ず
、
従
日
V

て
か
i
A

る
見
解
に
到
し
、

増

r感
明
を
布
せ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
と
思
付
る
込
知
て
あ
る
。
(
宇
が
て
私
は
こ
れ
を
ゴ
準
に

L
て
例
柿
山
詞
明
を
接
交
し
た
い
と
思
つ
亡
ゐ
る
)

ー
ー
一
九
二
六
、
五
、
一
七
、
刊
記

論

~i".í; 

期
川
債
依
及
び
倒
栴

第
二
十
一
一
容

b
1

」

E

F
且

2
4
-
附
句



~1Í証

毒草

劫
川
伺
位
及
び
倒
格

第
二
十
三
仰
せ

主再

品晶

概
説
|
白
己

ω
主
張

私
は
経
済
行
。
却
を
以
て
布
倒
的
独
得
の
行
人
品
で
め
る
ご
見
、
従
ひ
て
縦
，
M
例
刻
を
以
て
な
俄
的
獲
得
の
謝
象
で
あ

る
正
見
る
0
4
の
こ
ご
は
A
T
詳
論
を
さ
け
た
レ
正
M
U
ふ
o

さ
て
縦
掛
川
は
有
償
的
獲
得

ω封
象
で
あ
る
ご

Lτ
、

そ
れ
は
何
故
仁
布
俄
的
仁
獲
得
せ
ら
品
、
か
。

こ
れ
は
今
明
仁
せ
ら
る
べ
き
問
題
で
あ
る
c

制
M
W
附
則
た
る
第
一
の
侠
件
は
効
川
を
有
す
る
こ
ご
で
あ
る
。
効
用
さ
は
あ
る

V
V
が
吾
人
の

欲
望
を
尚
足
せ
し
め
符
る
性
質
で
あ
る
o

こ
の
も
の
は
な
が
川
に
論
過
し
た
る
が
仰
〈
(
縦
済
研
究
本
年
間
月
放
)

使
川
可
能
又
は
物
能
で
あ
る
c

物
館
ピ
は
何
等
か
の
刊
則
を
五
日
人
仁
輿
へ
得
る
性
質
で
あ
る
o

こ
の

γ
伊
豆
去
ふ

第
一
、
効
用
。

は
前
述

ω如
〈
使
用
可
能
又
は
物
館
で
あ
る
、
物
能
ご
は
何
等
か
り
作
加
を
五
日
人
に
興
へ
得
る
性
質
を
一
去
ひ
、
効

則
正
は
物
能
が
五
口
人
に
作
用
す
る
が
故
に
欲
求
せ
ら
る
、
性
質
を
一
五
ふ
。

か
〈

τ効
川
は
ま
た
、
一
通
欲
性

o
芸作

-HEE
ご
も
都
せ
ら
れ
る
o

成
る
場
合
仁
は
こ
の
効
加
が
使
川
舗
僧
正
叩
仰
せ
ら
れ
1
ぬ
た
。
効
用
の
根
原
は
吾
人

の
欲
些
に
ゐ
hJ
、
あ
る
も
の
が
吾
人
の
欲
嵯
(
ヲ
ぞ
れ
は
如
何
な
る
利
類
の
も
の
で
あ
る
を
問
は
す
)
を
満
足
せ
し
め

う
る
時
に
欲
求
せ
ら
れ
、
そ
こ
に
効
用
が
成
立
す
る
。
欲
望
は
太
陽
の
光
線
の
如
〈
.
効
用
は
こ
れ
に
よ
h
τ
生

や
る
物
の
色
の
如
し

o
物
な
け
れ
ば
色
見
え
ざ
れ
y
」
も
太
陽
な
け
れ
ば
色
生
れ
す

oγ
一
り
は
効
用
を
有
す
る
時
に

則
正
な
る
o

然
れ
ど
も
財
は
必
宇

L
も
代
償
を
排
ひ
て
獲
得
せ
巳
る
〉
ぜ
要
せ
す
、
呼
吸
用
の
空
気
、
飲
料
の
水



す
る
主
健
の
意
士
山
を
航
れ
て
客
制
的
に
決
定
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。
此
困
難
は
一
、
白
然
的
な
る
か
、

雇1:

の
知

L
o
経
済
刻
た
る
が
柏
崎
に
は
他
の
僚
件
を
兵
ふ
る
を
要
す
る
。

第
二
、
獲
得
の
困
難
。

獲
得
の
困
難
(
又
は
調
達
の
院
硝
回
日

n
E
R
5
q
s
ι
o
E
E
ι
)
の
件
ふ
一
〕
正
一
か
経
済

刷
用
た
る
に
要
す
る
第
二
の
、
而
も
決
定
的
な
る
僚
件
で
あ
る
o

効
用
め
る
も
獲
得
の
自
由
な
る
も
の
は
自
由
財
に

過
ぎ
A
V
J
O

そ
の
獲
得
の
困
難
な
る
場
合
は
多
少
の
代
償
又
は
犠
牲
が
加
は
れ
な
げ
れ
ば
な

ι品
。
比
佼
件
の
礼
一
は

る
時
に
、
川
畑
は
有
償
的
獲
得
の
封
象
ご
な
る
o

而
し
て
獲
得
の
困
難
の
存
在
及
び
そ
の
程
度
は
全
然
獲
得
せ
む
ご

合
的
で
あ
る
、

た
ャ
此
刷
命
日
的
な
る
は
多
〈
は
自
然
的
な
る
も
の
、
反
映
で
あ
る
c

自
然
的
な
る
岡
難
は
作
布
量

の
稀
少
な
る
か
、
又
は
新
仁
生
産
す
る
技
術
の
困
難
な
る
駄
に
存
す
る
。

こ
れ
は
主
躍
が
自
然
芯
の
交
渉
に
よ
h

て
白
ら
獲
得
せ
む
ご
す
る
場
合
に
遁
渇
す
る
困
難
で
ゐ
る
o

剖
胆
曾
的
な
る
困
難
は
悶
の
所
有
者
が
之
を
譲
渡
せ
む

ご
す
る
も
の
仁
興
ふ
る
所
の
障
碍
で
あ
る
o

こ
れ
は
大
祇
自
然
的
困
難
に
比
例
す
れ
戸
」
も
、
会
(
こ
れ
正
嫡
立
な

る
こ
ご
も
あ
る
。

こ
の
濁
立
な
る
枇
曾
的
困
難
・

た
ご
へ
ば
杭
'
泌
が
五
里
四
方
に
豆
、
り
て
無
限
に
湧
出
す
る
ご
こ

ゐ
‘
た
い
一
人
が
之
を
術
占
す
る
時
‘
住
民
が
湯
銭
を
出
し

τ入
港
す
る
正
せ
よ
o

此
入
治
の
困
難
は
み
」
〈
枇
品
目

的
の
も
の
に
し
て
、
例
等
刻
の
稀
少
性
ピ
相
闘
せ
宇
o
本
戸
M
A

の
獅
占
せ
ら
れ
て
人
々
に
呼
吸
料
金
の
要
求
せ
ら
る

、
場
合
一
も
亦
同
徒
で
あ
る
o

卒
者
に
よ
'
り
て
は
諸
に
一
五
ふ
芯
こ
ろ
の
獲
得
の
閃
難
を
稀
し
て
稀
少
性
ご
な
す
が
、

此
名
稀
は
其
質
骨
同
ら
宇

たい
V

侍
統
的
な
る
周
一
耐
ご

Lτ
悦
笠
上
之
を
周
ふ
る
を
妨
げ
v
d

る
の
み
。

白描

議

効
川
悦
制
及
町
小
制
品
村

か二十一一一笹

p-w
一
誠

) 



論

議

効
用
慣
値
及
び
倒
格

娘
二

f-=
世

(
掛
一
腕

l叫
) 

制

要
す
る
に
、
効
用
な
(
ば
獲
得
の
欲
求
生
や
宇
、
此
欲
求
あ
る
も
困
難
な
〈
ば
代
償
を
榔
ふ
を
要
せ
す
、
効
用

あ
り
て
且
つ
獲
得
の
困
難
な
る
時
に
代
償
を
挑
ひ
て
財
を
獲
得
す
る
o

-
』
の
時
、
そ
の
財
は
経
済
財
ご
な
る
。

経
済
財
は
す
吋
て
の
財
Z
同
じ
〈
償
備
を
件
ム
。
而
も
こ
の
債
依
は
経
機
財
に
の
み
特
有
な
る
も
の
、
故
に
名

づ
り
て
経
憐
償
値
ご
云
ふ
o

経
済
償
値
は
あ
る
刻
の
所
有
(
卸
も
獲
得
し
て
ゐ
る
状
態
、
こ
れ
を
獲
得
ご
云
ひ
炉

ふ
る
も
よ
し
)
が
代
償
を
兎
れ
苫
せ
る
ゆ
ゑ
の
U
U

い
が
た

γ
で
あ
る
。
引
払
共
は
栴
々
な
る
精
一
脚
的
身
館
的
乃
至
枇

曾
閥
係
的
(
友
人
を
求
め
名
品
骨
を
求
む
る
が
如
き
)
欲
望
を
有
す
る
。
此
欲
望
仁
役
立
つ
か
否
か
に
よ
り
て
稀
々
な

る
も
の
は
ぞ
れ
ぞ
れ
の
効
用
を
も
っ
。
然
れ
ど
も
、
此
効
用
を
享
受
し
て
自
分
の
も
の
ご
な
す
柏
崎
に
は
、
自
ら
其

財
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
財
の
獲
得
又
は
所
有
そ
の
こ
芭
に
か
、
る
第
一
の
償
儲
が
あ
る
。
そ
れ
は

そ
の
財
の
所
有
を
失
へ
ば
か
の
効
用
の
享
受
も
亦
失
は
れ
る
、
効
用
を
苗
げ
る
も
の
た
ら
し
め
歩
、
自
分
の
も
の

ご
な
す
ご
否
ご
は
此
財
の
所
有
に
折
、
る
o

弦
に
於

τ、
そ
の
財
の
所
有
に
は
そ
れ
に
よ
h
て
得
ら
れ
る
効
用
ゆ

ゑ
の

V
り
が

γγ
が
あ
る
。
之
を
北
(
財
の
所
有
に
基
〈
碩
値
又
は
使
用
す
る
こ
ご
に
基
〈
償
他
三
五
ふ
意
味
に

τ、
所
有
償
値
又
は
使
用
四
四
倍
ご
一
疋
ふ
o

進
み
て
考
ふ
る
に
、
そ
の
所
有
に
炉
、
る
第
二
の
償
値
が
あ
る
o

か
の

炉
、
る
犠
牲
を
見
れ
た

ν
正
一
五
ふ
欲
望
は
人
の
皆
抱
〈
所
で
あ
る
。
あ
る
も
の

を
所
有
し
て
ゐ
る
吉
、
此
獲
得
の
た
め
の
犠
牲
を
梯
は
十
に
済
む
。
こ
の
効
用
に
基
い
て
あ
り
が
た
き
が
血
買
え
ら

射
の
獲
得
に
は
犠
牲
を
有
す
る
、

れ
る
。
こ
れ
を
慌
に
帯
し
て
見
償
償
値
ご
云
ふ
。
所
有
E
云
ふ
ζ

ご
を
中
心
ご
し
て
考
ふ
る
に
、
前
者
は
積
械
的



そ
れ
は
郎
も
一
財
の
所
有
に
よ
り

τ奥
へ
ち
る
、
効
用
の
享
受
に
基
〈
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
後

者
は
消
極
的
の
償
値
で
ゐ
る
o

そ
れ
は
一
期
の
所
有
に
よ
・
り
て
確
保
せ
ら
る
、
犠
牲
の
見
除
に
基
〈
も
の
に
外
な

の
償
値
で
あ
る
、

ら
凶
。併

し
な
が
ら
一
歩
を
進
め
て
考
へ
た
い
。
財
の
所
有
が
件
ふ
此
ニ
の
伺
値
|
|
所
有
償
値
又
は
使
用
慣
値
目
。

切
開

20円件"の
o
t
E
R
Z唱
え
ピ
見
償
問
闇
値
〈
。
p
j
同
日
目
。
ロ
l
出
。
中
止

E四
Z
O
E
-
-の
中
、
何
れ
が
終
局
に
於
て
英
財

の
所
有
の
欄
佐
古
考
へ
ら
れ
る
か
o

私
は
兎
償
耐
慣
値
で
あ
る
ご
思
ふ
。
何
E
な
れ
ば
、

一
則
が
所
有
の
範
閏
よ
ち

取
去
ら
る
、

zし
て
も
之
に
よ
b
て
生
十
る
損
失
は
幾
何
な
る
か
、

一
定
の
犠
牲
に
よ
り
て
再
び
獲
得
せ
ら
る
、

な
ら
ば
、
そ
れ
は
此
犠
牲
の
大
古
な

b
z
云
は
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
ひ

τ英
助
の
所
有
に
依
存
し
之
に
件
ふ
ま

こ
芭
の
あ
b
が
た
き
は
そ
れ
じ
よ
り
て
獲
得
の
犠
牲
が
省
か
れ
で
あ
る
ゆ
ゑ
の
債
値
で
め
る
己
云
ふ
に
止
ま
る
。

郎
も
た
い
V

兎
償
岡
由
備
だ
り
で
あ
る
。
而
し
て
一
の
財
が
経
機
則
柁
る
所
以
は
そ
れ
が
有
償
的
獲
得
の
釣
象
た
る
知

に
存
す
る
、
所
有
せ
ら
れ
む
ピ
求
め
ら
る
、
所
以
は
そ
の
所
有
が
優
位
を
仲
ム
が
故
に
外
な
ら
白
。
而
も
共
所
有

の
件
ふ
ま
こ
ど
の
衡
値
は
見
償
須
佐
で
ゐ
る
o

然
る
以
上
は
‘
見
償
価
問
侃
印
も
こ
れ
経
燐
附
唄
値
で
あ
る
。

苑
償
師
恨
値
の
大
3
e伊
-
決
定
す
る
も
の
は
犠
牲
の
大
古
従
っ
て
独
得
の
悶
難
ピ
云
ム
客
制
的
胡
情
そ
の
も
の
で
あ

こ
の
債
伯
そ
の
も
の
は
主
他
的
抱
〈
ゐ
v

り
が
た
さ
に
存
す
る
が
放
に
、
そ
れ
は
主
翻
的
な
る
痕

る
o
然
れ
ど
も
、

備
な
h
z
一
五
は
な
け
れ
ば
な
ら
前
。
進
み
て
考
ふ
る
仁
、
此
卸
値
が
あ
る
一
定
の
犠
牲
の
代
b
E
L
て
の
債
倣
で

百荷

議

劫

m倒
杭
及
U
倒
桁

第
二
十
=
一
容

(
第
一
概

Ti 
) 

:ti~ 
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あ
る
o

卸
も
費
用
を
飽
化

L
又
は
代
表
せ
る
限
り
の
償
値
卸
も
費
用
代
表
厨
値
で
ゐ
る
D

此
粘
か
ら
そ
れ
を
主
観

的
費
用
慣
伯
で
あ
る
ご
見
る
を
妨
げ
泊
。
夏
に
ま
た
・
此
免
償
侭
佐
は
一
定
の
貯
の
所
有
が
犠
牲
を
兎
れ
[
む
る

ゆ
ゑ
の
倒
値
な
る
が
放
に
、

そ
れ
は
必
然
的
に
相
謝
的
の
も
の
で
ゐ
る
、
間
四
値
の
大
き
は
犠
牲
の
大
?
伊
-
以

τ考

へ
ら
れ
る
、

A
財
a
の
兎
償
痕
値
は
そ
の
費
用
B
財
b
H
H
M
円
で
あ
る
さ
見
る
、
こ
の
一
』
ご
が
』
何
日
回
σ
の
式
を
以

て
示
さ
れ
得
る
。
今
日
の
貨
幣
経
済
の
組
織
に
あ

hτ
は
常
に
犠
舵
B
が
貨
幣
を
以

τ考
へ
ら
れ
そ
の
大
き
は
貨

鮮
の
量
b
z
し
て
認
め
ら
れ
る
o

地
経
済
問
問
備
に
就
い

τ越
ぶ
べ
き
詳
細
の
一
冊
聞
は
な
は
後
に
附
言
す
る
こ
吉
、
し
て
、
な
は
克
に
進
み
て
債
格
の

意
義
を
説
明
し
た
い
ご
恩
ふ
。

国
明
低
は
一
経
済
主
健
内
に
於
け
る
主
観
的
見
積
h
で
あ
る
が
痕
格
は
こ
れ
ど
異
な
り
、
客
槻
的
事
賀
正

Lτ
成

立
す
る
も
の
、

一財

ω
一
定
数
量
に
劃
し
て
交
換
せ
ら
る
、
他
財
の
数
量
で
あ
る
o

例
へ
ば
一
定
の
市
場
に
於
て

米
一
升
が
姿
二
升
ご
・
一
般
的
に
交
換
せ
ら
れ
た

h
ご
す
れ
ば
米
一
升
の
痕
格
は
袋
二
升
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
貨

幣
経
済
の
組
織
に
あ
り
て
は
此
交
換
せ
ら
る
、
他
財
が
常
に
貨
幣
ご
し

τ考
へ
ら
れ
、
従
ひ
て
一
定
跡
の
痕
絡
は

常
に
貨
俗
的
一
定
数
量
で
あ
る
こ
正
、
な
る
。
普
通
に
あ
る
財
又
は
富
又
は
財
産
の
貨
幣
償
値
如
何
己
云
ふ
言
葉

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
を
貨
幣
に
て
鬼
積
h
た
る
経
済
償
値
如
何
ご
云
ム
こ

t
に
し
て
、
強
想
せ
ら
れ
た
る
贋

格
ご
も
見
ら
れ
う
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
一
五
は
い
Y

潜
在
的
な
る
姿
に
於
り
る
債
格
で
ゐ
晶
、
事
賞
に
於
て
貰
買
せ
ら
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七

れ
ざ
る
以
上
、
痕
格
が
成
立
し
た

h
z
云
ひ
難
い
。

間
慣
格
は
貰
買

ω
間
に
成
立
す
る
、

そ
れ
は
寅
買
の
官
事
者
双
方
の
主
張
の
合
成
物
ご
し
て
決
定
せ
ら
る
、
も
の

で
あ
る
。
双
方
の
主
張
は
一
に
授
受
せ
ら
る
、
財
の
免
債
度
低
に
従
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
。
か
る
が
故
に
、
債
格

を
決
定
す
る
も
の
は
見
償
伺
値
な
b
t
云
ひ
得
る
。
今
田
崎
大
な
る
市
場
を
考
ふ
る
代
ち
に
、
事
柄
の
筋
を
極
め
て

簡
明
な
ら
し
む
る
錦
、
た
い
こ
人
宛
の
資
手
買
手
を
考
へ
ょ
う
。
巾
は
財
A
を
五
回
に
資
ら
む
ご
し
て
は
之
を
三

固
な
ら
ば
買
は
む
ご
す
る
o

財
A
の
甲
に
ご
り
て
の
使
用
慣
値
は
零
で
あ
る
、
彼
が
今
日
の
制
度
に
於
り
る
券
業

的
生
産
者
で
あ
る
限
h
は
。
彼
弘
乙
に
劃
し
て
少
〈
も
A
財
の
兎
償
耐
闇
値
に
け
の
太
古
の
貨
幣
額
二
闘
を
要
求
す

る
。
た
h
y

若
し
出
来
得
ぺ
〈
ば
過
大
の
刺
盆
を
得
て
五
凶
に
資
ら
む
ご
す
る
の
み
。
乙
は
恭
し
此
財
を
自

ι作
ら

む
ご
す
る
な
ら
ば
或
は
五
十
回
を
要
す
る
か
、
叉
以
全
然
作
り
得
な
い
で
あ
ら
う
。
従
ひ
て
此
勤
か
ら
す
れ
ば
共

見
積
る
高
見
償
伺
値
は
五
十
回
又
は
そ
れ
以
上
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
、
彼
が
甲
以
外
の
人
か
ら
三
園
を
以
て
貸
ひ
う

る
ピ
知
る
な
巴
ば
・
主
(
見
積
る
兎
償
債
備
は
三
回
を
こ
え
る
こ
正
は
な
い
。
た
い
γ

安
〈
買
取
ら
む
が
潟
に
ニ
固
な

ら
ば
買
は
む
吉
一
玄
ふ
の
み
。
こ
の
時
、
雨
方
の
掛
引
に
よ
b
痕
格
は
二
回
正
三
国
乙
の
問
に
定
ま
る
。
此
時
各
自

の
要
求
の
悲
磁
を
な
し
て
ゐ
る
ム
の
は
た
い

V

昆
償
問
恨
値
ゐ
る
の
み
。
乙
は
も
己
よ
ら
使
矧
問
問
備
を
認
め
な
り
れ
ば

買
は
m
問
、
然
れ
ど
も
、
そ
れ
は
買
ふ
た
め
の
前
提
た
る
に
止
ま
号
、
彼
を

Lτ
三
固
ま
で
提
供
せ
[
む
る
も
の
、

一
に
を
の
兎
債
償
値
に

b
る。
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従
来
久
し
〈
債
鈍
を
使
刈
煩
低
Z
交
換
倒
伯
ピ
の
ニ
仁
分
つ
の
を
品
目
辺

t
L
て
ゐ
る
。
こ
の
う
ち
、
使
用
債
値

は
私
が
さ
き
に
所
有
償
値
己
同
親
し
た
る
も
の
で
あ
る
、

そ
の
大
き
は
そ
の
財
の
所
有
に
よ
O
て
所
有
者
に
奥
へ

ιる
、
効
用
の
大
き
に
よ
り
決
定
せ
ら
る
。
ム
交
換
債
値
に
至
り
て
は
共
意
義
必
宇

L
も
一
で
は
な
い
。
普
通
は
こ

れ
に
客
削
倒
的
な
る
意
義
を
奥
へ
る
。
そ
れ
は
客
制
的
交
換
優
位
、

岡
民
経
済
的
交
換
伺
伯

(
o
t
y
r
z
百円

3
5
n
F
'

5
5
5
5耳目
E
n
r
$』

E
F
2
・HaEω
の
『

5
且
)
等
古
都
せ
ら
る
、
意
味
す
る
ご
こ
ろ
は
一
の
財
の
他
財
購
買
力
、
他

財
支
配
力
に
あ
る
。
従
ひ
て
そ
れ
は
債
格
の
事
貨
を
反
而
か
ら
見
た
る
も
の
に
外
な
ら
泊
。
然
れ
ど
も
債
備
は
明

に
主
観
的
の
も
の
で
あ
る
、

そ
の
限
b
客
削
倒
的
交
換
痕
佐
正
云
ふ
も
の
は
存
立
し
な
い
正
一
お
は
な
り
れ
ば
な
ら

ぬ
。
ま
た
交
換
優
値
は
主
凱
的
交
換
問
闇
値
正
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
普
通
一
財
が
交
換
ピ
云
ム
道
行
を
介
し

て
奥
へ
う
べ
き
他
財
の
債
値
正
見
ら
れ
て
ゐ
る
、

そ
れ
は
他
財
の
使
加
償
佐
に
外
な
ら
や
，
ご
思
は
れ
る
。
却
も
一

財
が
交
換
t
云
ふ
使
用
の
道
行
に
よ
・
り
て
奥
ふ
る
効
用
の
ゆ
ゑ
の
便
俗
、
郎
も
ゐ
る
稲
の
使
用
慎
仮
に
外
な
ら

ぬ
。
然
れ
ど
も
、
私
は
若
し
交
換
償
伯

ω概
念
を
意
味
多
き
も
の
で
あ
ら
せ
る
潟
に
は
、
之
を
あ
る
使
用
伺
佐
官

は
別
な
る
も
の
ど
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
ピ
思
ふ
。
私
は
経
済
問
恨
値
印
も
経
憐
財
に
特
有
な
る
伺
備
を
以
て
使
用

回
慣
値
仁
あ
ら
争
、

た
N
V

苑
償
問
慣
値
に
あ
ち
ご
見
品
。
で
あ
る
か
ら
・
交
換
痕
値
の
概
念
も
亦
此
苑
償
債
値
を
中
心

Z
し
て
形
成
し
た
い
正
思
ふ
。
か
く
見
れ
ば
、
自
己
の
A
財
を
以
て
交
換
せ
な
-
己
す
る
B
財
の
自
己
に
封
し
て
有

す
る
免
債
償
値
が
こ
れ
主
制
劇
的
交
換
債
値
に
外
な
ら
向
。
卸
も
、
交
換
に
よ
・
9
て
得
ら
る
べ
き
財
の
自
己
仁
劃

L



が
却
も
交
換
に
よ
・

9τ
新
に
獲
得
せ
ら
る
べ
き
見
償
償
値
で
ゐ
る
。
か
く
て
他

ω立
場
か
ら
は
、

一
一
助
の
主
観
的

て
有
す
る
見
償
贋
値
で
ゐ
る
。
勿
論
変
換
し
絡
れ
る
時
に
於
て
は
其
財
の
見
償
便
備
に
る
、

た
い
A
財
の
そ
れ
に

過
ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
。
た
uv

交
換
せ
む
ご
す
る
時
に
蛍
・
9
・
比
交
換
の
方
法
以
外
に
於
て
は
如
何
な
る
犠
牲
を
以
て

そ
の
財

ω
獲
得
せ
ら
る
べ
き
か
、
従
ひ
て
某
財

ω(賞
該
交
換
外
の
)
見
償
償
値
如
何
を
考
へ
る
、

是
の
昌
見
償
耐
闇
値

交
換
伺
他
正
は
其
財
ご
の
交
換
に
於
て
獲
得
せ
ら
る
べ
き
他
財
の
自
己
に
劃
し
て
有
す
る
使
用
痕
俄
で
あ
る
に
動

し
、
私

ω立
場
か
ら
は
、
同
じ
〈
交
換
に
よ
b
て
獲
得
せ
ら
る
べ
き
他
財
の
自
己
に
手
り
て
の
見
償
煩
値
で
あ

る。

ー
ー

異

見

の

な
は
進
み
て
、
こ
れ
ら
の
貼
に
闘
す
る
異
見
の
一
二
を
考
へ
て
み
た
い
ご
忠
ふ
。

経
済
問
個
値
(
又
は
四
半
に
樋
侃
)
を
以
て
相
調
的
な
る
も
の
で
あ
る
ご
な
し
た
が
・
此
勅
に
就
い
て
は
異
論
が
あ

る
O

そ
れ
は
煩
値
を
飽
ま
で
絶
劃
的
の
も
の
正
な
す
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
此
須
佐
の
本
質
を
以

t
第
働
に
め
り
ご

論

叢

助
用
倒
値
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び
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三
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ゴL

な
す
に
し
て
も
、
叉
は
限
界
効
胤
(
又
は
こ
れ
に
基
〈
大
切
苫
)
に
あ
h
正
な
す
に

L
て
も
、
ぞ
れ
ら
は
樹
値
を
絡

劃
的
の
も
の
で
ゐ
る
吉
見
る
の
で
あ
る
。
而

L
て
此
の
如
き
見
解
の
上
に
立
も
て
鬼
る
な
ら
ば
経
済
債
依
が
相
封

的
の
も
の
で
あ
る
か
の
如
〈
に
忠
は
る
、
の
は
そ
れ
は
或
る
財
の
腐
低
を
他
の
財
の
償
佐
に
比
較
し
て
云
ひ
表
は
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す
わ
九
め
で
、
須
佐
そ
の
も
の
が
相
劃
的
で
あ
る
の
で
は
な
い
1

0

例
へ
ば
馬
二
頭
の
梗
備
は
牛
一
一
閣
で
ゐ
る
ご
云
ふ

の
は
馬
二
一
闘
の
債
値
の
絶
針
的
大
き
を

a
ご
す
れ
ば
牛
一
一
割
の
そ
れ
も
等
し
く

a
で
あ
る
こ
ど
を
一
市
す
に
外
な
色

自
制
。
か
う
一
広
ふ
の
が
そ
の
見
解
で
あ
る
。
然
れ
刊
と
も
、
経
済
償
位
争
」
兎
償
償
値
印
も
費
用
を
省
き
う
る
ね
う
ち
ご

す
れ
ば
、
別
A
の
痕
値
は
常
に
何
等
か
の
他
財
B
r
け
の
も
の
で
あ
る
己
云
ふ
こ
ご
、
な
h
、
A
E
B
ピ
の
比
例

を
ば
そ
れ
自
僅
の
う
ち
に
包
合
す
る
よ
り
外
は
な
い
。
則
B
を
離
れ
て
A
の
免
債
償
値
を
考
へ
る
こ
正
は
絡
封
に

不
可
能
で
あ
る
o

た
い
財
A
の
債
侃
が
財
B

r
け
の
も
の
で
あ
る
吉
一
五
ふ
正
吉
、
こ
の
財
B
r
け
吉
一
五
ふ
こ
ご
の

意
味
如
何
は
別
に
考
察
せ
ら
る
べ
き
問
題
で
め
る
。

煩
備
を
以
て
絶
掛
的
の
も
の
ご
な
す
見
方
に
就
い
て
も
ニ
の
立
場
が
あ
ち
得
る
。

一
は
舗
格
の
背
級
に
潜
み
、
そ

れ
が
賞
玩
し
て
阿
胴
格
ご
な
る
所
の
本
質
叉
は
賞
館
正
見
る
も
の
で
あ
る
。
此
立
場
か
ら
云
へ
ば
、
債
格
が
か
、
る

絶
帆
割
的
債
値

ω賞
現
に
外
な
ら
、
さ
る
が
故
に
、
前
者
の
大
喜
一
か
後
者
の
大
き
か
ら
外
る
、
こ
ご
は
あ
る
に
し
て
も

究
極
の
ご
こ
ろ
之
に
落
も
付
か
む
芭
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
れ
Y
」
も
此
考
方
は
一
の
形
而
上
事
的
の
も
の
に
過
ぎ

十
、
何
等
論
誼
し
得
ペ
き
経
駿
科
胤
干
的
の
も
り
で
は
な
し
。
債
格
の
背
後
に
か
、
る
償
儲
の
存
す
る
や
否
や
は
知

ヨ
り
得
ぺ
か
ら
r
d

る
事
例
で
あ
る
。

は

か
の
絶
罰
的
傾
値
が
交
換
者
に
よ
h
て
認
め
ら
れ
、
延
い
て
彼
等
の
附

に
掛
り
引
き
が
行
は
れ
る
。
其
結
果
、
債
格
が
彼
等
の
聞
に
成
立
す
る
ご
な
す
。
云
は
hγ

か
、
る
回
闇
値
正
樹
椅
ピ

の
関
係
を
以
て
目
的
手
段
の
漣
鎗
に
よ
り
で
つ
な
が
る
も
の
、
又
は
因
果
に
よ

b
て
つ
な
が
る
も
の
ご
見
な
す
。



(
1
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免
償
倒
値
又
は
判
別
川
を
省
き
う
る
惜
値
と
し
て
の
組
済
倒
値
が
相
謝
的
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
闘
し
で
は
、
多
一
山
少
な
ほ
考
ふ
eへ
き
姑
が
あ

略
言
す
れ
ば
額
格
は
痕
値
の
あ
る
意
味
に
於
り
る
結
来
で
あ
る
。
割
払
も
此
貼

ωみ
は
正
賞
で
あ
る
ご
考
へ
る
o

た

H
Y

耐
慣
低
そ
の
も
の
を
以
て
相
鋭
的
な

h
ご
な
す
貼
に
於
て
見
解
の
相
遣
を
鬼
る
の
み

(
1
3

る
o
mー
し
て
免
債
倒
値
は
み

A
t他
。
財
と
山
闘
停
に
於
て
の
み
、
云
は
Y
相
謝
的
に
由
み
幸
へ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
一
般
に
獲
得
の
た
め
に

す
る
技
川
聖
者
き
仰
る
倒
他
と
し
て
考
え
た
じ
此
費
川
の
省
か
る
L

程
度
又
は
皮
合
と
し
て
他
心
財
が
引
き
合
ひ
に
山
さ
る
ミ
性
質
む
も
の
で

な
か
ら
う
か
。
私
は
乙
れ
を
全
〈
否
定
す
る
わ
け
に
は
行
か
由
や
う
に
忠
ふ
。
た
ピ
抽

t、
本
文
目
如

t
に
記
す
に
止
め
る
。

れ
来
っ
た
。
而
も
、
品
偶
者
を
以
て
他
財
支
配
カ
ピ
な
し
、

一
一
則
を
以
て
獲
得
せ
ら
る
、
他
財
の
大
吉
正
な
す
も
の

き
て
、
附
闇
値
を
以

τ園
間
格
を
決
定
す
る
或
意
味
の
原
因
で
ゐ
る
ご
鬼
る
考
の
中
、
最
も
注
目
す
ぺ
き
は
前
者
を

使
用
贋
値
ご
見
る
も
の
で
あ
る
o

古
来
痕
値
に
使
用
慣
佐
、
交
換
償
佐
の
ニ
を
極
分
す
る
見
解
は
久
し
〈
認
め
ら

は
多
い
o

か
〈
見
れ
ば
そ
れ
は
事
貨
に
於
て
衡
椅
そ
の
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
而
し

τ、
こ
れ
が
構
成
は
使
用
調
値

に
よ
b
て
説
明
せ
ら
る
〉
ぜ
常
ご
す
る
。
た
い
こ
の
使
用
岡
田
値
ど
云
ム
は
前
に
述
べ
た
る
所
有
償
値
の
意
味
仁
し

て
、
事
物

ω全
部
効
用
を
指
す
に
非
ゃ
。
所
古
唱
す
る
人
々
の
効
用
享
受
が
ど
れ
ど
り
共
財
の
任
意
の
一
単
位
仁
依

存
す
る
か
、
そ
れ
に
基
い
て
諮
め
ら
る
、
債
値
で
あ
る
。
云
は
い
V

限
界
効
用
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば

論

叢

効
用
偶
値
及
び
制
特

第
二
十
三
番

第

抑

) 

回
恨
格
の
構
成
に
調

Lτ
此
意
味
の
使
用
問
闇
値
が
決
定
的
作
用
を
替
み
得
る
や
如
何
。

使
用
煩
値
に
よ
ち
て
債
格
を
説
明
す
る
企
に
数
L
τ
は
有
力
な
る
一
の
反
謝
訟
が
ゐ
る
o

そ
れ
は
主
観
的
な
る



論

叢

効
用
慣
値
且
び
個
持

第
二
十
三
巻

「
第
一
挽

) 

使
用
慣
値
よ

h
し
て
客
凱
的
な
る
債
格
が
如
何
に

L
て
説
明
せ
ら
る
、
か
・
主
判
的
な
る
も
の
は
如
何
に
集
合

L

叉
は
分
掃
す
る
も
主
削
的
な
る
範
囲
を
出
で
宇
、

こ
れ
よ
h
客
制
的
な
る
も
の
へ
の
移
b
行
き
は
不
可
絡
で
あ
る

ご
一
五
ふ
の
で
あ
る
。
然
れ

E
も
、
こ
れ
は
表
現

ω
表
面
に
拘
は
れ
る
見
方
で
あ
る
ご
忠
ふ
o

舗
備
は
主
制
的
な
h

ご
一
五
ふ
け
れ
Y
」も、

こ
れ
は
例
人
内
部

ω事
柄
で
め
る
ご
云
ム
に
止
ま
ゐ
、
そ
れ
は
考
察
者
に

Z
-り
で
は
債
格
ざ

等
し
(
客
観
的
事
貨
で
あ
る
、
聞
慣
佑
よ
り
岡
慣
絡
を
説
明
す
る
は
客
制
的
な
る
も
の
を
以
て
客
倒
的
な
る
も
の
を
設

(
に
外
な
ら
肉
、
そ
の
移
り
行
き
に
於
て
不
可
能
な
る
べ
き
道
理
は
な
い
。
或
は
進
み
て
、
使
用
煩
低
が
み

7
倒

人
的
の
事
象
で
あ
ち
傾
格
が
副
曾
的
の
事
象
で
あ
る
酷
か
ら

L
て、

一
方
よ
ち
他
方
を
説
明
す
る
こ
ご
の
不
可
能

を
説
き
、
-
』
の
こ
ご
を
ま
た
、
主
制
倒
的
な
る
も
の
か
ら
客
削
倒
的
の
も
の
を
説
き
う
べ
か
ら
宇
ビ
云
ひ
現
は
す
も
の

も
あ
る
。
然
れ
H

と
も
各
綱
人
が
個
人
的
動
機
に
動
か
さ
れ
て
佃
人
的
作
用
を
笹
む
Z
こ
ろ
に
枇
曾
的
な
る
事
象

ω

成
立
す
る
こ
ご
は
依
h
に
臨
睡
眠
前
に
展
開
せ
ら
れ
つ
、
ゐ
る
事
費
で
は
な
い
か
。
間
々
な
る
組
合
然
h
J
、
株
式
曾

枇
然
h
o
た
uγ

回
慣
格
の
場
合
に
の
み
、
批
曾
的
な
る
も
の
が
偶
人
的
な
る
も
の
、
綜
合
に
よ
り
て
構
成
せ
ら
れ
十

ご
云
ふ
道
理
は
な
い
。
こ

ω主
張
が
債
格
の
構
成
に
於
て
超
伺
人
的
の
も
の
、
奉
加
せ
守
正
一
五
ふ
こ
E
を
意
味
せ

然
れ
ど
も
、
た
い
V

債
椛
が
使
用
便
抽
出
に
よ
ち
て
決
定
せ
ら
れ
る
正
云
ふ
一
段
に
至
b
て
は
首
肯
し
難
い
。
私
は

F
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。

使
用
煩
値
が
償
格
に
手
り
て
何
等
の
作
用
を
及
ぼ
さ
宇
ピ
云
ふ
の
で
は
な
い
、
け
れ
ど
も
そ
れ
は
免
債
須
佐
を
遁



、
に
は
伺
格
構
成
の
市
場
的
過
程
を
叙
越
し
よ
う
ご
す
る
の
で
は
な
い
、

去
れ
は
別
に
試
み
ら
も
吋
き
仕
事
で
あ

し

τの
間
接
作
用
で
あ
る
、
胴
慣
格
を
直
接
に
決
定
す
る
も
の
は
兎
償
償
値
に
[
て
、
使
用
慣
値
は
た
い
V

此
品
目
償
煩

値
の
到
達

L
う
る
大
吉
の
限
度
を
定
む
る
の
一
み
。
こ
の
事
を
簡
単
な
る
例
に
就
い
て
漣
ぺ
た
い

Z
思
ム
。
勿
論
こ

る
。
こ
、
に
は
た
い
二
人
の
問
の
寅
質
的
事
賞
て
し
て
前
例
を
考
へ
て
み
た
い
。

使
用
慣
仙

(
A
の
)

発
憤
伺
値

(
A
由

)

甲

(
箇
手
」

零
ヘ
此
貼
に
つ
い
て
は
評
晶

J

-
O
日

開

{

}

/
す
る
が
そ
れ
は
耐
の
拙
判
官
に
、

ニ
閥

『
一
ニ
間
(
他
よ
り
目
ふ
場
合
)

戸五

O
回
(
自
ら
卦
声
ナ
る
場
合
)

乙

(
買
手
)

翼
手
乙
が
若
し
他
よ
土
ニ
図
に
て
貫
入
れ
得
る
可
抽
出
が
ゐ
る
な
ら
ば
・
彼
は
決
し

τ某
使
用
慣
低
百
固
ま
で
を

支
榔
ム
ニ
ぜ
は
な
い
で
あ
ら
う
。
賀
入
れ
得
す
ピ

ιτ
も
、
自
ら
五
十
岡
山
生
産
費
を
以
て
生
産
し
う
る
な
ら
ば

五
十
闘
以
上
を
抑
は
な
い
。
こ
の
さ
園
、
五
十
図
は
そ
れ
ぞ
れ
己
的
見
積
る
兎
償
償
値
で
ゐ
る
。
勿
論
今
日
の
分

討論

議

効
用
情
値
及
び
伯
祐

第
二
十
三
荏

第

披
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業
的
生
皮
者

ω場
合
に
あ
h
て
は
乙
が
自
ら
生
産
す
る
可
能
も
殆
ど
な
〈
、
又
師
四
格
が
市
場
仁
於
て
決
定
せ
ら
る

、
時
、
乙
は
別
に
賀
入
る
、
機
品
闘
を
有
す
る
こ
ご
も
稀
で
ゐ
ら
う
o

此
時
兎
償
伺
倣
は
如
何
仁
し
て
決
定
せ
ら
る

、
か
o

そ
れ
は
こ
れ
丈
な
ら
ば
必
す
入
手
し
得
ら
る
ぺ
し
ご
一
苫
ふ
見
積
り
の
債
格
に
よ
り
て
定
ま
る
。
而
も
そ
の

高
苫
は
使
用
倒
佐

ω高
苫
百
回
全
超
し
得
な
い
。
甲
乙
二
人
だ
け
り
場
合
に
あ
り
て
、
若
七
甲
が
五
囲
内

J

云
ひ
佐

を
す
る
昨
は
、

乙
は
五
聞
出
せ
ば
必
中
A
が
手
に
入
る
ご
思
ム
、

こ
の
時
A
の
乙
仁
正
ふ
り
て
の
見
償
倒
値
は
王
国



前

能

劫
川
悦
値
及
び
併
持

第
二
十
三
谷

(
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一
概
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凹

ご
な
る
詳
で
あ
る
o

普
通
の
市
場
に
あ

h
て
、
乙
の
兎
償
償
値
を
決
定
す
る
も
の
は
過
去
の
相
場
に
よ
る
見
積
h

に
し

τ、
こ
れ
を
土
憂
芭
な
し
な
が
ら
あ
る
つ
り
値
を
し
て
寅
子
ピ
掛
引
を
す
る
o

掛
引
の
結
呆
は
よ
れ
ご
甲
の

見
償
附
恨
値
ピ
の
あ
る
駄
に
於
て
定
ま
る
o

此
際
、
見
償
煩
倣
の
大
き
は
明
確
に
定
ま
ら
ぬ
り
れ
ど
も
、
債
格
の
逗

L
う
る
上
限
が
使
用
調
伯
に
非
守
し
て
、
多
〈
は
夏
仁
低
き
苑
俄
師
間
値
で
ゐ
る
こ
ご
は
直
観
的
仁
明
白
で
ゐ
る
。

如
何
に
自
分
に
ご

b
て
有
用
な
る
財
に
し
て
前
金
を
投

ιて
も
ほ
し
い
ご
云
ふ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
百
闘
で
得
ら

れ
る
見
込
が
つ
い
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
以
上
に
支
梯
は

f
る
二
百
は
自
明
の
理
で
あ
る
Q

回
準
覚
、
買
手
に
ご
り

τ
の
獲
得

ω犠
牲
の
確
質
な
る
見
込
以
上
に
債
格
の
高
い
詳
は
江
い
。

此
の
如
〈
見
来
れ
ば
、
資
質
的
傾
格
を
直
接
に
決
定
す
る
も
の
は
兎
償
債
依
に
し
て
使
用
欄
倣
で
は
な
い
、
昌
弘

償
同
問
他
け
か
艦
臨
制
皿
幅
値
ご
稀
せ
ら
れ
得
る
理
由
は
一
方
ま
た
此
鮎
に
あ
る
。
先
づ
責
手
の
側
に
就
い
て
見
る
に
、
彼

は
今
日
の
分
業
組
織
に
於
け
る
商
品
生
産
者
で
あ
る
限
り
、
自
ら
業
所
有
財
に
見
積
る
ご
こ
ろ
の
使
用
調
値
は
零

へ
ら
れ
て
ゐ
る
o

然
れ
ど
も
、
彼
が
免
償
岡
慣
値
を
以
て
使
用
償
値
よ
り
も
低
き
高
で
あ
る
ご
認
め
た
る
以
上
は
、

で
あ
る
り
を
原
則
ご
す
る
。
従
ぴ
て
、
彼
が
比
(
財
を
提
供
し
得

vQM低
慣
椛
は
一
に
話
回
償
痕
値
に
於
て
定
ま
る
も

の
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
叫
。
乙
ド
ド
就
い
て
見
れ
ば
事
態
少
し
〈
異
な
る
。
彼
は
並
(
見
積
る
使
用
倒
伯
に
よ
り
て
貿

手
Z
な
る
も
の
で
あ
る
o

而
し
て
普
通
に
、
彼
の
支
梯
ひ
得
る
最
高
山
町
償
給
は
使
用
調
値
に
本
い
て
定
ま
る
ご
考

そ
れ
以
上
を
支
梯
は
古
る
乙
ピ
前
越
の
如
(
で
あ
る
。
従
ひ
て
、
事
賞
に
於
て
成
立
す
る
所
の
倒
格
の
限
界
を
な



債
値
じ
よ
h
て
債
格
を
説
明
せ
む
ご
す
る
も
の
、
郎
ち
限
界
効
用
設
に
立
つ
も
の
は
云
ふ
で
あ
ら
う
。

一一期

ω見

す
ご
ζ

ろ
の
も
の
は
免
債
償
倣
に

L
て
使
用
償
倣
で
は
な
い
。
た
い
γ

使
用
慣
低
が
前
越
の
如
〈
菟
償
問
闇
値
の
到
達

し
う
る
地
高
限
度
を
劃
す
る
こ
E
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
凶
。
真
に
進
み
て
考
ふ
る
に
、
彼
が
共
財
の
兎
償
皿
闇
値

を
一
定

ωも
の
己
認
め
た
る
上
に
て
、
買
手
た
る
地
位
に
立
つ
や
否
や
、
又
共
財
の
幾
皐
伎
を
買
は
む
芭
欲
す
る

や
じ
闘
し
て
も
亦
、
其
使
用
倒
値
が
決
定
的
な
る
意
義
を
も
う
も
の

ε
思
ム
(
以
下
四
項
未
定
稿
)
。

荻
γ
於
工
問
題
は
進
縛
す
る
o

私
が
枠
拡
に
兎
償
債
依
正
一
式
ふ
も
の
、
内
容
如
何
。
こ
の
駄
に
闘
し

τは
、
使
用

償
問
問
倣

μ
一
稀
の
費
則
傾
備
で
あ
る
、
郎
も
一
定
の
費
用
を
兎
れ
う
る
故
の
同
情
債
で
あ
る
。
然
れ
Y
」
も
此
兎
れ
う

ぺ
き
費
用
り
大
き
は
何
に
よ
り

τ定
ま
る
か
。
そ
れ
は
第
一
、
犠
牲
正
し
て
役
立
つ
財
の
効
用
で
は
な
い
か
。
第

二
、
然
ら
宇
し
て
他
財
郎
も
費
用
財
を
獲
得
す
る
に
要
す
る
費
用
に
よ
h
て
、
卸
ち
他
財
の
見
健
闘
慣
伯
に
よ
ら
て

定
ま
る
ご
云
ふ
な
ら
ば
、

そ
れ
は
究
桶
循
環
的
説
明
法
に
終
る
の
で
は
な
い
か
。
郎
も
A
の
免
債
償
値
は
A
を
獲

得
す
る
に
要
す
る
B
の
免
償
痕
値
に
よ
b
、

Bω
そ
れ
は
C
の
主
れ
に
よ
り
、
順
衣
仁
進
み
て
Y
の
そ
れ
は
Z
の

5市

叢

劫
川
倒
制
品
川
廿
倒
格

弟
二
十
一
一
一
巻

第

肱

宜
) 

ヨi

そ
れ
に
よ
h
、
而
し
て
Z
の
債
値
は
A
の
煩
値
に
よ
h
て
定
ま
る
ご
な
す
ぺ
き
で
は
な
い
か
。

財
A
の
免
償
煩
値
の
大
さ
は
肪
B
で
あ
る
ご
一
広
ふ
。
此
意
味
は
如
何
な
る
意
味
か
o

財
B
の
物
質
が
ニ
の
横
値

の
大
き
で
あ
る
誇
は
な

ν。
此
物
質
を

L
て
経
済
財
た
ら

L
む
る
も
の
、
却
も
財
B
の
有
す
る
苑
償
傾
他
が
犠
削
世

印
ち
設
用

ω内
容
を
な

L
叉
A
の
兎
償
慎
値
の
大
子
炉
』
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
芭
思
ふ
。
反
封
の
立
場
の
人
は
財
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抽
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値
及
び
儒
椅
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ノ、

B
が
費
用
ご
し
て
意
味
す
る
内
容
は
そ
の
有
す
る
使
用
痕
値
(
詳
言
す
れ
ば
、

A
の
獲
得
に
用
ふ
る
以
外
の
最
も

有
利
な
る
使
用
方
法
に
於
り
る
使
用
痕
値
)
却
も
限
界
効
用
で
あ
る
ご
一
五
ふ
。
併
し
な
が
ら
財
B
が
常
に
必
す
尉

C
に
よ
'
り
て
得
ら
る
、
な
ら
ば
、

財
B
を
失
ふ
こ
ご
に
よ
り
て
失
は
る
、
も
の
は
た
hv

尉
C
に
止
ま
る
揮
で
ゐ

る
o

而
し
て
財
B
の
使
用
慣
値
そ
山
も
の
で
は
な
い
M

筈
で
あ
る
。
こ
れ
は
限
界
効
用
訟
の
根
本
理
論
た
る
代
替
の

原
則
か
ら
来
る
嘗
然
の
結
論
で
あ
る
。
之
を
一
台
定
す
る
な
ら
ば
、
限
界
効
用
説
自
ら
も
ま
た
援
へ
る
。
此
貼
か
ら

考
ふ
れ
ば
、
財
B
e
f
犠
牲
ご
す
る
こ
芭
は
そ
の
有
す
る
兎
償
債
依
を
犠
牲
ご
す
る
こ
ご
に
止
ま
る
。
然
れ
Y
」も片品

に
於
て
か
、
比
説
明
の
仕
方
は
宛
極
循
環
的
説
明
仁
修
ら
ず
』
る
や
の
問
題
が
伴
ふ
。

私
は
こ
れ
に
就
い
て
衣
の
如
〈
仁
考
へ
る
。
よ
し
説
明
が
循
環
的
で
あ
る
に
し
て
も
、
者
し
他
に
説
明
の
仕
方

f
t

、

品
uweLω

，、
一
一
財
の
兎
償
痕
値
は
結
局
他
財
の
兎
償
問
闇
値
に
よ
る
外
定
ま
る
道
が
な
い

Z
す
る
な
れ
ば
、
そ
れ
は
巴

を
得
5
る
循
環
的
説
明
で
あ
る
。
有
限
な
る
知
性
の
能
力
を
以
て

L
t
は
循
環
的
説
明
も
己
を
待
ぎ
る
時
が
ゐ

h
、
巳
を
得
-3
る
時
仁
は
こ
れ
を
以
て
満
足
し
な
り
れ
ば
な
ら
泊
、
ぞ
れ
は
な
さ
V

る
に
勝
る
、
何
物
を
か
を
数

ふ
る
知
識
で
あ
る
。
此
場
合
に
あ
h
て
も
各
財
の
贋
佑
相
瓦
の
閥
係
及
び
共
謎
勤
は
ニ
れ
に
よ
り
て
明
に
せ
ら

れ
、
従
ひ
て
同
慣
格
の
晶
盟
勤
の
進
行
は
ニ
れ
に
よ
り
て
説
明
せ
ら
れ
う
る
。

然
れ
ど
も
、
花
は
此
叩
刊
の
循
環
的
説
明
を
以
て
見
償
煩
侃
設
の
必
然
な
る
結
末
で
あ
る
ご

L
た
〈
な
い
o

財
A

の
免
債
償
値
は
費
用
た
る
財
B
の
苑
償
煩
低
に
よ
b
て
定
ま
る
、

財
B
の
そ
れ
は
財
C
の
そ
れ
に
よ

b
τ
定
ま



る
o

而
色
此
道
行
の
ゐ
る
黙
に
於
て
、
殺
用
た
る
財
X
の
兎
償
伺
値
が
其
獲
得
の
費
用
を
以
て
決
定
せ
ら
れ
玄
る

の

H
U

の
進
行
が
X
を
以
て
止
ま
る
を
見
る
。
印
も
、

X
の
兎
償
使
館
の
内
容
が
、

X
の
所
有
者
凶
J
X

場
合
的
存

L
得
な
レ
か
Q
X
が
そ
の
所
有
者
に
ご
り

τは
他
の
費
用
を
以
て
獲
得
せ
ら
れ
す
、
従

οて
他
の
財
の

且
担
償
償
値
が
X
の
そ
れ
を
決
定
し
得
岨
場
合
が
あ
ち
は
し
な
い
か
。
私
は
こ
れ
を
肯
定
す
る
。
〉
H
回
山
田

H

の
w

を
獲
得
す
る
に
挽
ふ
べ
き
費
用
を
以
て
定
ま
ら

F
る
こ
ご
あ
る
を
‘
見
る
。
此
財
X
は
即
ち
労
働
で
ゐ
る
。
而
し
て

持
仰
の
兎
債
償
佐
は
こ
れ
を
生
産
す
る
費
用
帥
も
獲
得
の
費
用
に
よ
h
て
決
定
せ
ら
れ
十

L
て
、
事
ろ
拙
労
働
が
要

求
し
得
る
己
こ
み
の
も
の
を
以

τ定
ま
る
、
蓋

L
第
働
の
所
有
者
は
共
所
有
に
よ
b
て
此
要
求

L
う
る
ど
り
の
曲
賞

用
を
省
主
得
る
か
ら
で
ゐ
る
。
此
要
求
し
得
る
も
の
は
畢
党
勢
働
者
の
所
得
印
も
勢
銀
に
外
な
ら
泊
。
か

f
て、

叫
労
働
の
兎
俄
岡
田
低
は
労
銀
に
よ
り
て
定
ま
る
・
而
し
て
そ
れ
自
健
、
他
の
す
ぺ
て
の
耳
目
償
痕
伎
を
決
定
す
る
(
以

上
四
項
未
定
項
)

他
の
立
場
か
ら
は
、
見
償
同
四
倣
を
決
定
す
る
技
用
の
内
容
を
以
て
勢
働
そ
の
一
も
の
で
あ
る
Z
す
る
。
然
れ
ど

も
、
帥
労
働
そ
の
も
の
、
苦
痛
困
難
に
着
脱
し

τこ
れ
を
費
用
の
内
容
ぜ
見
る
も
の
あ
h
Z
す
れ
ば
・
共
主
張
は
蛍

ら
す
o

労
働
ピ
若
第
百
の
結
合
は
偶
然
的
に

Lτ
必
然
的
で
は
な
い
。
従
ひ
て
此
昆
地
か
ら
は
捗
働
を
以

τ必
4y

し
も
技
用
で
ゐ
る
正
は
見
が
た
い
。
進
み
て
ま
た
努
働
そ
の
も

ωを
厨
備
の
質
質
ご
す
る
考
も
ゐ
り
得
品
。
財
A

が
B
だ
り
の
労
働
を
要
し
た
h
ピ
す
れ
ば
、

A
の
所
有
は
B
の
拙
労
働
に
り
の
債
値
を
省
き
う
る
わ
り
ご
な
る
。
然

(
悌
一
一
世

i諭

貴重

勘
用
個
値
且
び
楢
崎
町

第
二
十
一
一
一
昏

七
) 

七



言布

量主

効
川
価
値
u
A
U
倒
桁

第
二
寸
三
巷

(部一一概

J、
) 

J、

れ
H

と
も
、
財
の
所
有
に
よ
b
τ
省
量
得
る
所
的
技
用
は
思
ふ
に
、
決
し
て
-
』
れ
に
投
性
ら
れ
た
る
帥
労
働
の
分
量
に

よ
h
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
私
共
は
そ
れ
が
労
働
の
兎
償
償
値
そ
の
も
の
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
の

を
如
る
o

郎
も
同
一
量
の
勢
働
量
を
要
し
た
る
も
の
に
て
も
、
支
梯
は
る
勢
銀
の
多
少
に
よ
り
て
、
捌
A
の
有
す

る
目
見
償
痕
値
は
異
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
鮎
別
に
詳
論
L
た
い
正
思
ょ
。

な
は
労
働
に
就
い
て
.
次

ωニ
ピ
を
附
言
し
た
い
o

経
済
生
治
は
一
方
面
か
ら
H
M
て
、
財
の
生
滅
の
過
程
の
総

躍
で
あ
る
o

従
ひ
て
、
共
生
産
の
遇
税
の
山
俊
貼
で
あ
る
労
働
は
ま
だ
経
済
生
活
全
観
的
出
後
貼
を
な
す
。

れ

か

ι推
L
て
次
の
-
』
正
を
'
知
'
り
得
る
o

勢
働
の
免
債
償
佐
川
り
内
容
た
る
労
銀
は
一
切
の
経
済
同
闇
値
構
成
の
出
品
田
知

を
な
す
も
の
で
あ
る
o

而
も
そ
の
大
事
は
他

ω襲
用
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
宇

L
τ
、
そ
札
白
髄
自
ら
縫
勤
し
ゅ

〈
所
の
性
質
、
卸
も
自
動
性
を
有
す
る
。
勿
論
喧
』
の
縫
動
は
重
に
経
糖
外
的
凶
子
の
作
用
に
よ
h
て
決
定
せ
ら
れ

る
が
、
経
済
理
論
り
構
成
に
蛍
h
て
は
か
、
る
凶
子
の
作
用
を
「
他
の
一
様
な
る
僚
件
」
正
一
宮
ふ
中
に
入
れ
て
別
に

顧
慮
し
な
い
。
然
れ
ど
も
、
努
銀
の
自
動
性
そ
の
も
の
は
ニ
れ
を
認
め
て
、
こ
れ
に
相
嘗
の
意
義
を
認
め
な
り
れ

ば
な
ら
両
。

勢
似
の
数
量
叉
は
時
間
仁
ゐ
ら
や
し
て
制
労
働
の
煩
倣
?
」
そ
は
粧
掛
生
活
の
楢
軌
を
な
す
。
こ
の
貼
に
つ
レ
て
は

な
ほ
詳
論
を
要
す
る
ο



め
の
大
事
Z
、
意
義
ピ
見
ら
れ
て
ゐ
る
υ

(
こ
れ
は
伺
伯
卸
交
換
償
倣
ご
見
た
る
古
典
波
を
除
き
所
論
現
代
的
理

普
通
の
債
植
観
念
ご
の
比
較

な
は
、
普
通
に
用
ひ
ら
る
、
経
務
調
値
の
凱
念
ご
上
に
の
べ
た
る
も
の
ご
の
異
同
を
弦
に
附
記

L
た
い
ピ
思
ふ
。

困
問
低
は
(
少
〈
も
経
済
成
論
又
は
理
論
経
済
問
品
干
の
取
扱
へ
る
限
り
に
於

τは
)
す
べ
て
、
あ
る
欲
望
を
み
た
す
た

論
に
つ
い
l

て
一
五
へ
ば
)
O

而
し
て
、
欲
望
を
み
た
す
能
力
を
効
用
ご
一
五
ふ
己
主
は
傍
値
は
効
用
に
基
〈
、
又
は
放

用
に
よ
h
て
定
ま
る
、
又
は
致
用
そ
の
も
の
で
あ
る
な
ど
、
都
せ
ら
れ
る
。
此
意
味
仁
於
り
る
債
倣
に
柿
類
債
値

る
場
合
に
は
使
用
煩
倣
が
前
過
の
意
味
に
於
付
る
種
類
債
伯

Z
L
て
考
ヘ
ド
て
ゐ
た
で
な
い
か
さ
思
ふ
。

然
れ

r

又
は
抽
象
償
制
(
の
島

g
m
z
a
L
Z
E
Z
q
g
2
)ピ
民
館
街
値
(
宮
島
『
2
2
4〈
見
)
ご
を
H
T
っ
。
水
は
潟
を
正

め
て
〈
れ
る
数

mを
も
つ
も
の
ご

L
て
一
般
に
之
を
大
切
な
h
ご
す
る
ど
き
の
倒
値
は
前
者
で
ゐ
る
、
海
上
に
於

τ
一
杯
の
淡
水
を
大
切
に
す
る
附
の
債
他
は
後
者
で
あ
る
o

而
[
て
経
済
撃
に
於
て
取
扱
ふ
も
の
は
す
べ
て
後
者

に
の
み
属
す
る
o

此
具
館
街
倣
に
つ
い
て
ま
た
、
積
々
な
る
も
の
が
分

tτ
考
へ
ら
れ
る
。

従
来
失
換
問
恨
佐
古
調
立
す
る
使
用
償
値
の
概
念
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
一
一
の
も
の
が
分
も
得
ら
れ
る
と
忠
4
0
或

論

書生

掛
川
価
値
及
び
個
椅

品
ご
寸
三
容

(第一一班

jし

ブL

も
、
最
多
〈
の
場
合
に
於
t
ヲ
ぞ
れ
は
具
賠
償
倣
ピ
し
て
考
へ
ら
れ
、
而
も
そ
れ
は
一
定
の
射
が
あ
る
特
定
の
人
に

具
ふ
る
致
用
、
印
も
彼
の
欲
望
満
足
が
此
財
の
所
有
に
依
存
す
る
程
度
に
依
存
す
る
も
の
ご
認
め
ら
れ
る
o
此
の



第

腕

。
) 

l) 

議

効
用
情
値
及
刊
日
倒
椅

第
二

1
一二審

論

如
(
に
見
れ
ば
、
財
の
任
意
の
一
同
単
位
の
使
用
償
他
は
其
限
界
致
用
に
等
し

Z
云
ム
こ

Z
に
な
る
。
而
し
て
一
般

仁
到
の
主
制
倒
的
傾
錨
正
云
ふ
は
皆
之
を
3
す
詳
で
め
る
リ
愛
着
須
川
肌
(
〉

R
V
E
8
2
0
1
)
正
一
式
ふ
の
も
亦
之
に
嘗
る

ご
忠
ふ
o

主
制
倒
的
償
値
又
は
使
用
煩
侃

ω
一
稲
ご
し
て
主
槻
的
交
換
償
備
が
考
へ
ら
れ
る
o

甲
尉
ご
の
交
換
仁
よ

ち
て
得
ら
れ
る
乙
則
の
使
用
煩
値
を
甲
財
の
主
観
的
交
換
煩
値
ご
云
ふ
の
で
あ
る
の

つ
ま
ち
一
期
が
交
換
己
云
ふ

単
行
を
遁

L
て
兵
へ
ら
る
致
用
に
基
く
所
の
使
用
慣
値
を
云
ム
。
一
去
は
い
間
接
的
な
る
使
用
慣
値
で
あ
る
。

債
低
を
搬
出
世
に
解
し
工
、
数
用
の
故
仁
有
す
る
大
切
さ
吉
見
る
限
・
9
、
以
上
の
外
、
経
済
皐
が
取
扱
ふ
ぺ
き
腐

値
は
な
い
u
筈
で
ゐ
ゐ
(
般
に
限
界
致
用
説
的
立
場
に
立
ウ
ご
し
て
)
0

併
L
な
が
ら
、
経
済
串
の
傍
統
に
は
な
ほ
他

の
一
の
出
回
値
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
o

そ
れ
は
交
換
偏
値
で
あ
る
、

さ
き
の
主
観
的
交
換
両
個
他
吉
鼠
別
す
る
た
め
に

云
へ
ば
客
観
的
交
換
償
倣
で
ゐ
る
。
こ
れ
は
む
し
ん
、
倒
値
正
一
五
は
古
る
を
よ
し
正
す
る
正
忠
ふ
り
れ
Y
一
も
、
侍

統
的
の
用
語
法
は
致
し
方
も
な
い
ι
。
こ
の
こ
己
は
、

ラ
ア
ン
系
の
言
葉
百

-cpgr日
正
云
ふ
も
の
が
客
観
的

り
あ
る
抱
力
を
意
味
す
る
貼
に
基
〈
か
ぜ
一
お
ふ
此
意
味
の
交
換
煩
値
は
又
購
買
煩
値
古
も
稽
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は

賜
民
力
正
見
れ
ば
設
な
し
ご
信
中
る

(命川内各自
m
o
g
-
5
)
H
宮回目
ω問
山
口

nm
内日.μ
の』ロ日切{品。ロ

ぐ

mw-zo
山口町村
nr別口問。

(HVEm可
)
n
p
o
g自
自
Eι
君
民
の
『
同
首
唱
。
ω
凶作朗位。ロ

mHdg
。
耳
崎
司
口
百
『
E
E
E
O
B自
自
oι
町
民
自
由
民
間
宮
内
町
払
(
』
印

出
告

)
H
5
0
山
目
。
己
ロ
仲
良
吾
且
自
の
O

E

岳
吉
岡
当
日
】
百
F
n
E
Z
問O
H
(
岩
見
岳
山

=
)
!
i
「
震
は
一
般
に
客
刷
倒
的
交

換
贋
他
吉
一
五
ふ
も
の
は
な
レ
」
o
l
l
此
の
如
〈
見
来
れ
ば
、

交
換
債
値
は
虞
義
の
冊
慣
格
で
あ
る
。
そ

L
て
、
貨

Neumann， Gnmdlageo， Bd. 1. S. 142， 195; 耐田博士組消lJ~全集第-11;三

三七頁
Wieser. Theol'ie nN gesellschaftlichen Wirtschaft， S. 167・2) 



併
で
測
ら
れ
た
る
場
合
に
‘
普
通
に
云
ふ
債
格
が
成
立
す
る
ご
思
ふ
。
其
他
岡
民
経
済
的
債
値
ピ
一
式
ひ
、

債

値

{
経
済
的
)
そ
の
も
の
ご
云
ふ

b
の
(
4
0
口
自
主
号
岳
民
阿
F
r
o
H
i
p
g
n
F
Z同
F
4
4
2
目

r-2FEロ
)
み
な
こ
心
を
指
す

に
外
な
ら
ぬ
。

さ

τ、
私
は
自
ら
述
べ
た
る
倒
値
概
念
金
ば
レ
キ
ジ
ー
の
そ
れ
に
比
絞
す
る
時
最
も
多
(
の
興
味
を
質
ゆ
る
も

の
で
あ
る
。
そ

ω主
観
的
費
用
問
個
伯

(Er〕

m
E
5円
内
S
Rロ
唱
え
)
は
上
に
遮
ぺ
た
る
兎
償
煩
値
ご
極
め
て
相
近
き

内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
艦
携
を
笹
む
各
人
の
・

一
定

ω財
貨
に
罰
す
る
主
制
倒
的
費
用
慣
備
は
そ
の
財
貨

を
獲
得
す
る
に
必
要
な
る
貨
幣
費
用
に
よ
り
て
決
定
さ
れ
る
。
』
費
用
を
必
す
し
も
貨
幣
費
用
£
の
み
見
中
、
叉
提

き
る
ぺ
き
費
用
に
注
目
せ
す
し
て
、
所
有
に
よ
h
て
費
古
品
、
を
要
せ
切
さ
る
費
用
に
着
目
す
る
時
国
同
償
問
慣
値
の
瓶

念
が
成
立
す
る
o

此
駄
を
離
れ
て
考
ふ
れ
ば
着
服
す
る
ご
こ
ろ
全
〈
相
同
じ
o

そ
の
・
所
鵡
主
棚
的
使
用
便
低
は
費

m使
佐
の
一
一
棚
、
最
高

ω使
用
慣
値
で
あ
る
。

「
使
用
償
値
ご
は
共
獲
得
の
困
難
ピ
劃
照

L
て、

一
定
の
経
務
財

に
認
め
た
る
、
そ
の
放
用
の
殺
皮
を
意
味
す
る
」
「
一
偶
者

L
〈
ば
一
定
量
の
財
貨
に
封
し
、

一
定
の
紋
況
の
下
に

於
て
認
h
u

ぺ
き
最
高
の
費
用
償
値
で
ゐ
る
」
o
「
そ
の
財
貨
の
獲
得
の
潟
め
に
止
む
を
得
十
費
す
を
要
す
る
極
度
の

曲
賞
用
に
基
〈
評
偲
で
ゐ
る
』
。

此
使
用
促
低
は
其
内
容
に
於
て
、
限
界
放
用
論
者
の
使
用
慣
値
に
同
じ
い
。
た
い

こ
れ
を
一
一
砲
の
費
用
償
値
ピ
見
る
鮎
に
於

τ特
有
の
色
彩
を
児
る
o

此
鬼
方
に
射
し
て
忍
は
賛
同
を
併
せ

F
る
も

の
で
あ
る
。

議

第二十一-一容

(第一一蹴

) 

劫
用
個
値
泣
び
伺
山
村

論

Lexis， AlIgemeine Vollcswirtschafts!eh悶， S. 33;同謹氏弾本五八ー-五九

頁。

3) 


